
第
二
項
第
一
号
ハ

令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率

平
成
二
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

効
率
に
百
分
の
百
五
十
を
乗
じ
て
得
た
数

値

令和年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

第
三
百
七
十
五
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
に
よ
つ
て
」を「
に

よ
り
」
に
、「
同
条
」
を
「
帳
簿
書
類
（
同
条
」
に
、「
の
検
査
」
を
「
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）そ
の
他
の
物

件
の
検
査
」
に
、「
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
そ
の
帳
簿
書
類
で
偽
り
の
記
載
若
し
く
は
記
録
を
し
た
も
の
を
提
示
し

た
者
」
を
「
又
は
忌
避
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
三
百
七
十
三
条
第
七
項
の
場
合
に
お
い
て
、
国
税
徴
収
法
第
百
四
十
一
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
市
町

村
の
徴
税
吏
員
の
物
件
の
提
示
又
は
提
出
の
要
求
に
対
し
、
正
当
な
理
由
が
な
く
こ
れ
に
応
じ
ず
、
又
は
偽
り

の
記
載
若
し
く
は
記
録
を
し
た
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
（
そ
の
写
し
を
含
む
。）を
提
示
し
、
若
し
く
は
提
出

し
た
と
き
。

第
三
百
七
十
五
条
第
二
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
る
。

第
三
百
八
十
五
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
る
。

第
三
百
九
十
三
条
中
「
に
よ
つ
て
、」を
「
に
よ
り
」
に
、「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、「
そ
の
価
格
等
」を「
当

該
価
格
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

道
府
県
知
事
又
は
総
務
大
臣
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
る
申
告
を
し
た
固
定
資
産
の
所
有
者
（
当
該
申
告
を
第
七

百
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
つ
た
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
、
前
項
の
規
定

に
よ
り
当
該
所
有
者
に
通
知
す
べ
き
価
格
等
に
つ
い
て
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法

そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。）に
よ
り
通
知
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
の
申
出
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
価
格
等
を
電
磁
的
方

法
に
よ
り
当
該
所
有
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
通
知
は
、
同
項
に
規
定
す
る
固
定
資
産
の
所
有
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機

（
入
出
力
装
置
を
含
む
。）に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
が
さ
れ
た
時
に
当
該
所
有
者
に
到
達
し
た
も
の
と

み
な
す
。

第
三
百
九
十
五
条
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た

者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
る
。

第
三
百
九
十
六
条
第
一
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、「
若
し
く
は
第
二
号
」
を
「
か
ら
第
三
号
ま
で
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
そ
の
者
の
所
有
に
係
る
家
屋
を
引
き
渡
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者

第
三
百
九
十
六
条
第
三
項
中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
る
。

第
三
百
九
十
七
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
忌
避
し
た
者
」
を
「
忌
避
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
提
出
し
た
者
」
を
「
提
出
し
た
と
き
。」に

改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
者
又
は
」
を
「
と
き
、
又
は
」
に
、「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
る
。

第
四
百
四
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

市
町
村
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
隊
（
日
本
国
の
自
衛
隊
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
防
軍
と
の
間
に
お
け
る
相
互

の
ア
ク
セ
ス
及
び
協
力
の
円
滑
化
に
関
す
る
日
本
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
間
の
協
定
第
一
条
⒞
に
規
定
す
る

訪
問
部
隊
と
し
て
日
本
国
内
に
所
在
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
軍
隊
を
い
う
。）が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
の
う
ち

公
用
に
供
す
る
も
の
に
対
し
て
は
、
軽
自
動
車
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
百
四
十
六
条
第
一
項
第
三
号
イ

中
「
百
分
の
七
十
五
」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中
「
平

成
二
十
七
年
度
以
降
」
を
「
令
和
四
年
度
以
降
」
に
、「
以
下
こ
の
条
」
を
「
次
項
」
に
、「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
を
「
令
和
四
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
に
、「
百
分
の
百
二
十
五
」
を
「
百
分
の
百

五
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
並
び
に
」
の
下
に「
令
和
四
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
及
び
」を
加
え
、「
及

び
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
を
削
り
、
同
項
の
表
第
三
号
イ

の
項
中
「
百
分
の
七
十
五
」

を
「
百
分
の
八
十
」
に
、「
百
分
の
百
六
十
二
」
を
「
百
分
の
百
七
十
三
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
ロ

の
項
中
「
平

成
二
十
七
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
第

四
百
五
十
一
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。）に
百
分
の
百
二
十
五
」
を

「
令
和
四
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
（
次
項
及
び
第
四
百
五

十
一
条
に
お
い
て
「
令
和
四
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。）に
百
分
の
百
五
」
に
、「
百
分
の
百
五
十

七
」
を
「
百
分
の
百
六
十
三
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」を「
基

準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
あ
つ
て
平
成
二
十
七
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定

め
ら
れ
た
も
の
」
に
、「
百
分
の
七
十
五
」
を
「
百
分
の
八
十
」
に
、「
百
分
の
百
九
」
を
「
百
分
の
百
十
六
」
に
改
め

る
。第

四
百
四
十
九
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
忌
避
し
た
者
」
を
「
忌
避
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
提
出
し
た
者
」
を
「
提
出
し
た
と
き
。」に

改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
者
又
は
」
を
「
と
き
、
又
は
」
に
、「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。」に
改
め
る
。

第
四
百
五
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
百
分
の
六
十
」
を
「
百
分
の
七
十
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
ロ
中
「
平

成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
二
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
」
を
「
令
和
四
年
度
基
準
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
ロ
中
「
百
分
の
五
十
五
」
を
「
百
分
の
六
十
」
に
改
め
、
同
号

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
で
あ
る
こ
と
。

第
四
百
五
十
一
条
第
二
項
第
二
号
ロ
中
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
十
五
」
を

「
令
和
四
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
九
十
五
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
の
表
第
一
項
第
一
号
ロ
の

項
中
「
百
分
の
六
十
」
を
「
百
分
の
七
十
」
に
、「
百
分
の
百
三
十
」
を
「
百
分
の
百
五
十
一
」
に
改
め
、
同
表
第
一

項
第
二
号
ロ
の
項
中
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
百
二
十
」
を
「
令
和
四
年
度
基
準

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
に
、「
百
分
の
百
五
十
」
を
「
百
分
の
百
五
十
五
を
乗
じ
て
得
た
数
値
」
に
改
め
、
同
表
第

二
項
第
一
号
ロ
の
項
中
「
百
分
の
五
十
五
」
を
「
百
分
の
六
十
」
に
、「
百
分
の
百
十
九
」
を
「
百
分
の
百
三
十
」
に

改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
四
百
五
十
一
条
第
四
項
の
表
第
二
項
第
二
号
ロ
の
項
中
「
平
成
二
十
七
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百

分
の
百
十
五
」
を
「
令
和
四
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
九
十
五
」
に
、「
百
分
の
百
四
十
四
」を「
百

分
の
百
四
十
七
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
百
分
の
六
十
」
を
「
百
分
の
七
十
」
に
、「
百
分
の
八
十
七
」
を
「
百

分
の
百
二
」
に
、「
百
分
の
五
十
五
」
を
「
百
分
の
六
十
」
に
、「
百
分
の
八
十
」
を
「
百
分
の
八
十
七
」
に
改
め
る
。

第
四
百
六
十
条
第
一
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者

は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
る
。

第
四
百
六
十
三
条
の
三
第
一
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
七
項
」
を
「
第
八

項
」
に
、「
除
く
」
を
「
除
く
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
」
に
、「
）
を
加
算
し
た
金
額
」
を
「
次
項
に
お
い

て
「
累
積
納
付
税
額
」
と
い
う
。）を
加
算
し
た
金
額
。
次
項
に
お
い
て
「
加
算
後
累
積
納
付
税
額
」
と
い
う
。」に
改

め
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
加
算
後
累
積
納
付
税
額
（
当
該
加
算
後
累
積
納
付
税
額
の
計
算

の
基
礎
と
な
つ
た
事
実
の
う
ち
に
同
項
各
号
に
規
定
す
る
申
告
、
決
定
又
は
更
正
前
の
税
額
（
還
付
金
の
額
に
相

当
す
る
税
額
を
含
む
。）の
計
算
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
当
該
納
税
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き

事
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
事
実
に
基
づ
く
税
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
税
額
）
が
三
百
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
不
申
告
加
算
金
額

は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
加
算
後
累
積
納
付
税
額
を
次
の
各
号
に
掲
げ
る
金
額
に
区
分
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
金
額
に
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
の
合
計
額
か
ら
累
積
納
付
税
額
を
当
該
各
号
に

掲
げ
る
金
額
に
区
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
に
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
の
合
計
額
を

控
除
し
た
金
額
と
す
る
。

一

五
十
万
円
以
下
の
部
分
に
相
当
す
る
金
額

百
分
の
十
五
の
割
合

二

五
十
万
円
を
超
え
三
百
万
円
以
下
の
部
分
に
相
当
す
る
金
額

百
分
の
二
十
の
割
合

三

三
百
万
円
を
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額

百
分
の
三
十
の
割
合


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